
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年１１月１８日              NO,５８６ 

 

     想台山 

 国道１２０号を白沢町から利 

根町方面に向かい、高平をすぎ 

ると左前方に見える突起状の岩 

峰が「想台山」（惣台山）で、「 

でべそ山」ともよばれています。 

 想台山は、里に近い山でありながら登山道はなく、頂上は

さほど広くなく木々におおわれているため眺望もなく、活字

体で「想台山９２０㍍」と書かれた小さな山名板があるだけ

で、登る人もほとんどありません。 

 想台山の南西には石尊山（８５０㍍）があり、石祠が祀ら

れており、岩のやせ尾根づたいに想台山にたどり着くことが

できますが、この山にも登山道はありません。 

実相院 

実相院は高平の三本辻の近くにあり、開山は延宝９年（１

６８１）、宗派は天台宗で太田市の長楽寺の末寺、ご本尊は

不動明王、現在は尾合の禅定院の住職が兼務しています。 

       昔は実相院の境内に沼田坂東

三十三番観音札所の観音堂（十六

番ご本尊は子安観音）があり、御

詠歌は「実相の海やちかひもはて

しなき 子安のめぐみ猶ぞたの

もし」です。（白澤村誌より） 
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 年金者組合群馬県本部と年金者組合利根支部は、高齢者が安心してくら

せるまちづくりをすすめるため市と懇談をおこないました。 

                  年金者組合から、高齢者が免許証

を返納しても買い物や気軽に移動で

きるために乗り合いタクシー運行な

どの要望が出されました。 

                  市では今年度から免許証を返納し

た高齢者に、高齢者バスカードの無

料配布をはじめたことなどの取り

組みが紹介されました。 

 南丹市では定住促進をすすめるため、空き家バンクへ

の登録３万円、活用された場合には２万円の報奨金、空

き家バンクに登録された家が活用されることが見込まれ

た場合、地域で家財道具の撤去がおこなった時には、上

限２０万円の支援がおこなわれるなど、定住者を受け入

れるための地域への支援が充実していました。 

 空き家バンクに登録された家を購入、賃借した移住者

には、上限１８０万円の改修費補助がおこなわれるなど、

地域や定住者にきめ細かな支援がおこなわれています。 

 子育て支援として、第１子の出産に５万円、第２子に

１０万円、小学校入学時に３万円、中学校入学時に４万

円が支給されるなどの支援策がおこなわれていました。 

 第３回上州沼田真田まつりと沼田ゑびす講が１０日・

１１日本町通りで開かれ、多くの人出でにぎわいました。 

               ご当地グルメや真田氏

ゆかりの市町村の物産の

お店が並びました。 

               １１日には、武者行列、

真田鉄砲隊演武などがお

こなわれ、本町通りが戦

国時代となりました。 

 沼田市区長会は９日、星野稔議長に「沼田市議会議員の定数削減等につ

いて」の要望書を提出しました。 

 議員定数に関する調査では、市議会議員の定数が多いと答えた人が４９

人（６０．５％）、今のままで良い１７人（２１．０％）、少ない２人（２．

５％）、無回答１３人（１６．０％）でした。 

区長会ではこうした結果から、市を取り巻く周辺状況、社会情勢を踏ま

えた議員定数の削減について議会で検討することを要望しました。 

 市議会議員の定数を削減することは、市民の願いや地域の声を市政に反

映することが、ますます難しくなりかねません。 


